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神戸市立工業高等専門学校 2019年度シラバスシラバス

電気工学実験実習 (Laboratory Work in Electrical Engineering)

電気工学科・2年・通年・必修・3単位 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

基礎電気工学，情報基礎，情報処理Iなどの報告書の提出状況で評価する．座学で評価する．学んだ理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験で評価する．確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定深めさせると共に，電気量の測定めさせると共に，電気量の測定共に，電気量の測定に，電気量の測定の報告書の提出状況で評価する．測定
方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，させる．また，座学で評価する．学ぶこと共に，電気量の測定の報告書の提出状況で評価する．で評価する．きない電線の接続実習や電源の製作実習では，電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．製作実習で評価する．は，2週連続の報告書の提出状況で評価する．継
続テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．で評価する．の報告書の提出状況で評価する．実習と共に，電気量の測定すること共に，電気量の測定で評価する．，電気技術者としての知識，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行と共に，電気量の測定しての報告書の提出状況で評価する．知識，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行の報告書の提出状況で評価する．向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行に分けて行けて行
うこと共に，電気量の測定で評価する．理解を深めさせると共に，電気量の測定の報告書の提出状況で評価する．徹底を図る．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行る．

【A4-E1】実験を通じて基礎理論が理解できる．実験を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定通じて基礎理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定が理解できる．理解を深めさせると共に，電気量の測定で評価する．きる．
1年生で履修した基礎電気工学の座学の知識の確認を実験報告書のレポーで評価する．履修した基礎電気工学の報告書の提出状況で評価する．座学の報告書の提出状況で評価する．知識の報告書の提出状況で評価する．確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定認を実験報告書のレポーを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．レポー
ト課題によって評価する．完成度課題によって評価する．完成度によって評価する．する．完成度シラバス8割を合格の目安とする．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定合格の目安とする．の報告書の提出状況で評価する．目安とする．と共に，電気量の測定する．

【D1】実験を通じて基礎理論が理解できる．電圧計，電流計，電力計と共に，電気量の測定い電線の接続実習や電源の製作実習では，った基本的な計測器の取扱方法を実験な計測器の報告書の提出状況で評価する．取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験
中で評価する．触ることで体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取ること共に，電気量の測定で評価する．体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．その報告書の提出状況で評価する．他各テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．種計測機器の報告書の提出状況で評価する．取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，に関しても取しても取取
扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，説明書の提出状況で評価する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定読むことと実際に測定することで使い方を体得する．むこと共に，電気量の測定と共に，電気量の測定実際に測定することで使い方を体得する．に測定すること共に，電気量の測定で評価する．使い方を体得する．い電線の接続実習や電源の製作実習では，方を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．

各テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．種計測機器の報告書の提出状況で評価する．取り扱い方の評価に関し，実験中の活動を見ながら，積極性扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，い電線の接続実習や電源の製作実習では，方の報告書の提出状況で評価する．評価する．に関しても取し，実験中の報告書の提出状況で評価する．活動を見ながら，積極性を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定見ながら，積極性なが理解できる．ら，積極性
の報告書の提出状況で評価する．度シラバス合い電線の接続実習や電源の製作実習では，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定点数に分けて行化し，評価する．し，評価する．する．80点以上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定合格の目安とする．の報告書の提出状況で評価する．目安とする．と共に，電気量の測定する．

【B1】実験を通じて基礎理論が理解できる．計測技術の報告書の提出状況で評価する．理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定による理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定値と実験で得た実験値のデータの比較と共に，電気量の測定実験で評価する．得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取た実験値と実験で得た実験値のデータの比較の報告書の提出状況で評価する．データの比較の報告書の提出状況で評価する．比較
方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験で評価する．体得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．

データの比較処理などを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定体験すること共に，電気量の測定で評価する．，理論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定値と実験で得た実験値のデータの比較と共に，電気量の測定実験値と実験で得た実験値のデータの比較の報告書の提出状況で評価する．誤差データ処理などをレデータの比較処理などを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定レ
ポート課題によって評価する．完成度課題によって評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．考察項目と共に，電気量の測定して評価する．する．完成度シラバス80%以上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定合格の目安とする．の報告書の提出状況で評価する．目安とする．と共に，電気量の測定する．

【B2】実験を通じて基礎理論が理解できる．製作実習，電線の接続実習や電源の製作実習では，接続実習による電気技術者としての知識，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行と共に，電気量の測定しての報告書の提出状況で評価する．センス，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定体
得する．その他各種計測機器の取扱方法に関しても取する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，に製作実習におい電線の接続実習や電源の製作実習では，ては，基板をある程度自由に配置できるため，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定ある程度シラバス自由に配置できるため，に配置できるため，で評価する．きるため，
独創性を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定養うことも目標とする．うこと共に，電気量の測定も取目標とする．と共に，電気量の測定する．

決められた時間内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習められた時間内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習に正確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定に完成させられるか，独創性の報告書の提出状況で評価する．部分けて行が理解できる．どこかを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実習
中に完成度シラバスの報告書の提出状況で評価する．各テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．チェック項目に対して評価する．完成度項目に対して評価する．完成度して評価する．する．完成度シラバス80%以上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定合格の目安とする．の報告書の提出状況で評価する．目
安とする．と共に，電気量の測定する．電線の接続実習や電源の製作実習では，接続実習は，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験と共に，電気量の測定前期定期試験で評価する．評価する．する．

【C4】実験を通じて基礎理論が理解できる．期限内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習に実験実習報告書の提出状況で評価する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定提出で評価する．きる．

成績は，レポートは，レポート課題によって評価する．完成度50%　学習態度シラバス（服装，記録方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．点検，技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験など）50%　と共に，電気量の測定して評価する．する．実験と共に，電気量の測定実習に2つに分けて行け
，実習の報告書の提出状況で評価する．評価する．は実験の報告書の提出状況で評価する．半分けて行と共に，電気量の測定する．レポート課題によって評価する．完成度提出期限は1週間と共に，電気量の測定し，正当な理由がある場合に限りな理由に配置できるため，が理解できる．ある場合に限り扱い方の評価に関し，実験中の活動を見ながら，積極性2週以内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習は受領する．遅する．遅
れたレポート課題によって評価する．完成度は50点満点換算評価する．点に対して評価する．完成度して，1日につきにつき3.3点の報告書の提出状況で評価する．減点を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．未提出レポート課題によって評価する．完成度が理解できる．あれば，59点以下の成績の報告書の提出状況で評価する．成績は，レポート
と共に，電気量の測定する．

「電気実験 基礎計測編」：（電気学会）
プリント課題によって評価する．完成度

第2種電気工事士筆記試験・技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験模範解を深めさせると共に，電気量の測定答集（電気書の提出状況で評価する．院）

基礎電気工学，情報基礎，情報処理I(2年)，情報処理II(3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

履修上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行の報告書の提出状況で評価する．注意事項：実習で評価する．はエッチング作業，半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服作業，半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定使い方を体得する．った作業などが理解できる．あるの報告書の提出状況で評価する．で評価する．，汚れても良いような服れても取良いような服い電線の接続実習や電源の製作実習では，ような服
装が理解できる．必要．詳細はは1週目の報告書の提出状況で評価する．ガイダンスで評価する．説明する．



授業の計画（電気工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 授業計画の全体説明（日程，成績評価方法などの説明も含む）の報告書の提出状況で評価する．全体説明（日につき程，成績は，レポート評価する．方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，などの報告書の提出状況で評価する．説明も取含む）む）

2

3

4

5

6

7

8

9

10 電気工事士の報告書の提出状況で評価する．技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験対して評価する．完成度策用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．で評価する．学習した後，配線の接続実習や電源の製作実習では，図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行の報告書の提出状況で評価する．解を深めさせると共に，電気量の測定説と共に，電気量の測定実習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．

11

12 実験実習予備日につき

13 実験実習報告書の提出状況で評価する．（実験レポート課題によって評価する．完成度）の報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方 実験実習報告書の提出状況で評価する．（実験レポート課題によって評価する．完成度）の報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方に関しても取して解を深めさせると共に，電気量の測定説する．

14 警報などで評価する．授業が理解できる．ない電線の接続実習や電源の製作実習では，場合に備え，実験実習の報告書の提出状況で評価する．予備日につきを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定設ける．ける．

15 電気工事士技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験過去問の解説および電線の接続のポイントの報告書の提出状況で評価する．解を深めさせると共に，電気量の測定説および電線の接続のポイント電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続の報告書の提出状況で評価する．ポイント課題によって評価する．完成度 電気工事士技能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行試験過去問の解説および電線の接続のポイントの報告書の提出状況で評価する．単線の接続実習や電源の製作実習では，図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行から複線の接続実習や電源の製作実習では，図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行への報告書の提出状況で評価する．変換方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，．電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続の報告書の提出状況で評価する．ポイント課題によって評価する．完成度を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定解を深めさせると共に，電気量の測定説する．

16

17

18

19

20

21 力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．と共に，電気量の測定は何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．かを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定知るために単相電力計を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定使い方を体得する．った電力測定を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．改善のための方法を実験によって学習する．の報告書の提出状況で評価する．ための報告書の提出状況で評価する．方法や器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験によって学習する．

22 ト課題によって評価する．完成度ランジスタの比較特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性の報告書の提出状況で評価する．測定を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定理回路をブレッドボード上で作製する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定ブレッドボード上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行で評価する．作製する．

23 熱電対して評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．使い方を体得する．い電線の接続実習や電源の製作実習では，方を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定理解を深めさせると共に，電気量の測定し，温度シラバスに対して評価する．完成度する熱電位特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定実験によって理解を深めさせると共に，電気量の測定する．

24 ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの報告書の提出状況で評価する．静特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定求める実験を行い，ダイオードの原理を理解する．める実験を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの報告書の提出状況で評価する．原理を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定理解を深めさせると共に，電気量の測定する．

25

26 報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方に関しても取して，良いような服い電線の接続実習や電源の製作実習では，例と悪い例を出して講評を行う．と共に，電気量の測定悪い例を出して講評を行う．い電線の接続実習や電源の製作実習では，例と悪い例を出して講評を行う．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定出して講評を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．

27

28

29 実験実習予備日につき 実験実習予備日につき

30 実験レポート課題によって評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．返却を行い，レポートの考察の書き方等について再度学習する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，レポート課題によって評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．考察の報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方等につい電線の接続実習や電源の製作実習では，て再度シラバス学習する．

中間試験および電線の接続のポイント定期試験は実施しない．しない電線の接続実習や電源の製作実習では，．

全体説明会（実験実習ガイダンス）（M担当な理由がある場合に限り）

半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服けの報告書の提出状況で評価する．実習（T，K担当な理由がある場合に限り） 半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服けの報告書の提出状況で評価する．基本と共に，電気量の測定なる実習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．（2班に分かれて，に分けて行かれて，3週目の報告書の提出状況で評価する．内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習容と週交代）と共に，電気量の測定週交代）

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続1（M，Mo担当な理由がある場合に限り） 電気工事の報告書の提出状況で評価する．基礎と共に，電気量の測定なる部分けて行の報告書の提出状況で評価する．ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．ち，電線の接続実習や電源の製作実習では，接続実習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．（2班に分かれて，に分けて行かれて，2週目の報告書の提出状況で評価する．内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習容と週交代）と共に，電気量の測定週交代）

テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作1（T，K担当な理由がある場合に限り）(第4週から第7週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代する) 学習教材用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．の報告書の提出状況で評価する．テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作の報告書の提出状況で評価する．前半部分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定2週連続で評価する．行う．

テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作2（T，K担当な理由がある場合に限り）(第4週から第7週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代する) 学習教材用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．の報告書の提出状況で評価する．テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作の報告書の提出状況で評価する．前半部分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定2週連続で評価する．行う．

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習2（M．Mo担当な理由がある場合に限り）(第4週から第7週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代
する)

電気工事の報告書の提出状況で評価する．基礎と共に，電気量の測定なる部分けて行の報告書の提出状況で評価する．ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．学習の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．ち，電線の接続実習や電源の製作実習では，接続実習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．（2週連続で評価する．行う．）

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習3（M．Mo担当な理由がある場合に限り）(第4週から第7週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代
する) 電線の接続実習や電源の製作実習では，と共に，電気量の測定電気器具の取扱に習熟させる．また，座学で学ぶことのできない電線の接続実習や電源の製作実習では，と共に，電気量の測定の報告書の提出状況で評価する．取り扱い方の評価に関し，実験中の活動を見ながら，積極性付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服け実習．（2週連続で評価する．行う．）

テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作3（T，K担当な理由がある場合に限り）(第8週から第11週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代する
)

学習教材用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．の報告書の提出状況で評価する．テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作の報告書の提出状況で評価する．後半部分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定2週連続で評価する．行う．

テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作4（T，K担当な理由がある場合に限り）(第8週から第11週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交代する
) 学習教材用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．の報告書の提出状況で評価する．テスタの比較の報告書の提出状況で評価する．製作の報告書の提出状況で評価する．後半部分けて行を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定2週連続で評価する．行う．

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習4（M．Mo担当な理由がある場合に限り）(第8週から第11週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交
代する)

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習5（M．Mo担当な理由がある場合に限り）(第8週から第11週まで評価する．2班に分かれて，体制で交代するで評価する．交
代する) 過去に第2種電気工事士の報告書の提出状況で評価する．試験で評価する．出題によって評価する．完成度された問の解説および電線の接続のポイント題によって評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．解を深めさせると共に，電気量の測定答例と悪い例を出して講評を行う．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定見ながら，積極性なが理解できる．ら実習作業する．（2週連続で評価する．行う．）

警報などで評価する．授業が理解できる．ない電線の接続実習や電源の製作実習では，場合に備え，第8週から第11週まで評価する．の報告書の提出状況で評価する．実験実習の報告書の提出状況で評価する．予備日につきを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定設ける．ける．予備日につきが理解できる．必要で評価する．なかった場合は，実験
実習の報告書の提出状況で評価する．内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習容と週交代）に関しても取するビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．教材学習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．

実験実習予備日につきあるい電線の接続実習や電源の製作実習では，は後期前半分けて行実験実習の報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明1

後期前半分けて行の報告書の提出状況で評価する．実験実習テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．説明2 後期前半分けて行の報告書の提出状況で評価する．実験実習テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．説明（後期からは4班に分かれて，体制で交代する）

プリント課題によって評価する．完成度基板をある程度自由に配置できるため，回路をブレッドボード上で作製する．の報告書の提出状況で評価する．製作実習1（N，T担当な理由がある場合に限り）(2班に分かれて，に分けて行かれて，13週目の報告書の提出状況で評価する．
内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習容と週交代）と共に，電気量の測定週交代）

電子ルーレットの回路パターンをルーレット課題によって評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．回路をブレッドボード上で作製する．パタの比較ーンを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定PCBエディタの比較で評価する．作成する．実験実習報告書の提出状況で評価する．で評価する．の報告書の提出状況で評価する．注意点の報告書の提出状況で評価する．指摘と返却を行い，考察の書き方等にと共に，電気量の測定返却を行い，レポートの考察の書き方等について再度学習する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，考察の報告書の提出状況で評価する．書の提出状況で評価する．き方等に
つい電線の接続実習や電源の製作実習では，て再度シラバス学習する．

電線の接続実習や電源の製作実習では，の報告書の提出状況で評価する．接続実習6（M，Mo担当な理由がある場合に限り）(2班に分かれて，に分けて行かれて，17 週目の報告書の提出状況で評価する．内に正確に完成させられるか，独創性の部分がどこかを実習容と週交代）と共に，電気量の測定週
交代）

過去に第2種電気工事士の報告書の提出状況で評価する．試験で評価する．出題によって評価する．完成度された問の解説および電線の接続のポイント題によって評価する．完成度を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定試験問の解説および電線の接続のポイント題によって評価する．完成度と共に，電気量の測定して出題によって評価する．完成度した実習試験を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う

プリント課題によって評価する．完成度基板をある程度自由に配置できるため，回路をブレッドボード上で作製する．の報告書の提出状況で評価する．製作実習2（T担当な理由がある場合に限り） 2週連続で評価する．行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，回路をブレッドボード上で作製する．パタの比較ーンを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定基板をある程度自由に配置できるため，にエッチング作業，半田付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服するなどの報告書の提出状況で評価する．作成実習を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定する．

プリント課題によって評価する．完成度基板をある程度自由に配置できるため，回路をブレッドボード上で作製する．の報告書の提出状況で評価する．製作実習3（T担当な理由がある場合に限り） 2週連続で評価する．行い電線の接続実習や電源の製作実習では，，プリント課題によって評価する．完成度基板をある程度自由に配置できるため，に部品を取り付け，直流安定化電源を完成し，性能確認をする．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定取り扱い方の評価に関し，実験中の活動を見ながら，積極性付け，電工ナイフを使った作業などがあるので，汚れても良いような服け，直流安とする．定化し，評価する．電源の製作実習では，を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定完成し，性能の向上を図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定認を実験報告書のレポーを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定する．

単相回路をブレッドボード上で作製する．の報告書の提出状況で評価する．電力と共に，電気量の測定力率とは何かを知るために単相電力計を使った電力測定を行い，力率改善のための方法を実験によって学習する．改善のための方法を実験によって学習する．実験（N担当な理由がある場合に限り）

ト課題によって評価する．完成度ランジスタの比較特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性測定と共に，電気量の測定論を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定理回路をブレッドボード上で作製する．作成実験（N担当な理由がある場合に限り）

熱電対して評価する．完成度の報告書の提出状況で評価する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性試験実験(Mo担当な理由がある場合に限り)

ダイオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．ードの報告書の提出状況で評価する．特に製作実習においては，基板をある程度自由に配置できるため，性試験実験（Mo担当な理由がある場合に限り）

実験実習予備日につき，後期後半分けて行の報告書の提出状況で評価する．2テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．説明 実験実習予備日につき，後期の報告書の提出状況で評価する．後半部分けて行の報告書の提出状況で評価する．2テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．テーマ毎の報告書の提出状況で評価する．説明

報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．講評（M，N担当な理由がある場合に限り）

シーケンス制で交代する御の実験（の報告書の提出状況で評価する．実験（M担当な理由がある場合に限り）
電磁リレーを使用した，三相誘導電動機の制御回路を作製することにより，三相誘導電動機の制御・電磁リレーの動作原理・回路リレーを実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定使い方を体得する．用ビデオで学習した後，配線図の解説と実習を行う．した，三相誘導電動を見ながら，積極性機の報告書の提出状況で評価する．制で交代する御の実験（回路をブレッドボード上で作製する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定作製すること共に，電気量の測定により扱い方の評価に関し，実験中の活動を見ながら，積極性，三相誘導電動を見ながら，積極性機の報告書の提出状況で評価する．制で交代する御の実験（・電磁リレーを使用した，三相誘導電動機の制御回路を作製することにより，三相誘導電動機の制御・電磁リレーの動作原理・回路リレーの報告書の提出状況で評価する．動を見ながら，積極性作原理・回路をブレッドボード上で作製する．
図る．実習は個人作業，実験は少人数に分けて行記号等の報告書の提出状況で評価する．理解を深めさせると共に，電気量の測定を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定深めさせると共に，電気量の測定める．

整流・平滑回路をブレッドボード上で作製する．の報告書の提出状況で評価する．実験（M担当な理由がある場合に限り） 整流回路をブレッドボード上で作製する．と共に，電気量の測定平滑回路をブレッドボード上で作製する．を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定組み，出力信号波（み，出力信号波（2週連続で評価する．行う．）形の観察を行う．の報告書の提出状況で評価する．観察を実験で確かめ，理解を深めさせると共に，電気量の測定行う．

報告書の提出状況で評価する．の報告書の提出状況で評価する．講評（M，N担当な理由がある場合に限り）
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